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昨
年
�
月
か
ら
始
ま
っ
た
！

観
光
庁�

星
氏
と
の
ご
縁
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講
演
会
の
後
、
少
し
の
時
間
設
け
ら

れ
た
星
さ
ん
と
の
名
刺
交
換
の
列
に
並

び
、
ギ
リ
ギ
リ
で
名
刺
交
換
が
出
来
た

そ
の
夜
、
私
は
星
さ
ん
に
メ
ー
ル
を
送
り
、

そ
こ
か
ら
F
a
c
e
b
o
o
k
の
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
で
の
や
り
取
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
日
は
倉
吉
に
泊
ま
ら
れ
て
い
て
、

翌
日
1
7
日
は
お
昼
過
ぎ
に
倉
吉
を
出

発
、
持
参
さ
れ
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
車
で

大
山
を
越
え
て
米
子
空
港
ま
で
行
か
れ

る
こ
と
が
わ
か
り
、
や
り
取
り
を
す
る

中
で
、
そ
の
途
中
に
う
ち
に
立
ち
寄
っ

て
く
だ
さ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
7
時
に
ス
マ
ホ
で
の
リ
モ
ー
ト
で

の
打
合
せ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
書
斎

を
使
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
打
合
せ
終

了
後
、
部
屋
な
ど
を
ご
案
内
し
な
が
ら
、

B
i
s
u
i 

D
a
i
s
e
n
の
代
表
理

事
の
ト
ー
ル
さ
ん
も
一
緒
に
、
1
時
間

ほ
ど
お
話
し
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
謙
虚
で
気
さ
く
な
お
人
柄
が
滲
み
出

た
会
話
の
中
で
、
や
は
り
目
指
し
て
い

る
こ
と
、
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が

同
じ
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た

各
地
で
実
践
さ
れ
て
い
る
様
々
な
お
話

を
聞
い
て
、
何
度
も
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
、

私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
深
化

さ
せ
る
こ
と
も
出
来
た
、
と
て
も
素
敵

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
2
週
間
後
の
7
月
1
日
、
鳥
取

県
観
光
交
流
局
の
局
長 

鈴
木
俊
一
さ
ん

が
う
ち
を
訪
問
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
東
京
出
張
で
の
観
光
庁
訪
問
時
に
、

星
さ
ん
が
鈴
木
さ
ん
に
「
B
i
s
u
i 

D
a
i
s
e
n
は
、
観
光
庁
の
推
し
進

め
る
『
第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』『
地
方
に
お
け
る
高
付
加
価

値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く
り
』

の
モ
デ
ル
と
し
て
可
能
性
を
持
っ
て
い

る
！
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
、

そ
れ
を
受
け
て
の
鈴
木
さ
ん
の
訪
問
と

な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
2
0
2
2
年
6
月
1
6
日
の
午
後
、

私
（
淀
江
の
宿
今
津
田
中
家
の
オ
ー
ナ
ー 

田
中
洋
子
）
は
、
鳥
取
県
観
光
戦
略
課
が

企
画
さ
れ
た
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
魅

力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
講
演
会
」
を
聴
く

た
め
に
鳥
取
市
の
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
へ

向
か
い
ま
し
た
。

　
講
演
者
は
、
観
光
庁
の
観
光
資
源
課
長

（
当
時
。
現 

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
運

輸
部
長
／
沖
縄
総
合
観
光
施
策
推
進
室
長
・

観
光
庁
本
庁 

観
光
政
策
調
整
官 

兼
務
）
の

星
明
彦
さ
ん
で
、
配
布
さ
れ
た
資
料
の
タ

イ
ト
ル
は
「
真
の
観
光
立
国
へ
向
け
て
」。

と
て
も
謙
虚
で
気
さ
く
な
お
人
柄
が
伝
わ
っ

て
く
る
講
演
会
で
、
お
話
し
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
、「
淀
江
の
宿
今
津
田
中
家
」
や
、
昨

年
4
月
に
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
だ
っ
た「(
一

社)

B
i
s
u
i 

D
a
i
s
e
n
」
で
目

指
し
て
い
る
こ
と
と
深
い
部
分
、
思

想
の
部
分
で
も
と
て
も
一
致
し
て
い

て
、「
観
光
庁
も
同
じ
こ
と
を
目
指
さ

れ
て
い
た
ん
だ
」
と
何
度
か
嬉
し
泣

き
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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﹁
真
の
観
光
立
国
に
向
け
て
﹂

　
～
観
光
庁
の
取
組
と
の
連
携
ス
タ
ー
ト
！
～

2
面
に
続
く

本日お時間ギリギリで、二つ折りの名刺で名刺交換をさせていただいた株式会社
ウォリス 田中洋子と申します。
今日はとても貴重なご講演をありがとうございました。
お話しいただいたことが自分が目指している方向と同じで、何度か嬉し泣きしそ
うになりました。(笑 )

私は 2020 年 5 月に 34 年住んだ大阪から、鳥取県西部の米子市淀江町の実家に U
ターンしてきました。
父が亡くなり空き家となった築 90年近くの実家を 20代 30代のユニークな若者の
協力を得て、2018年12月から3年がかりで延べ200人以上の人の手でリノベーショ
ンしてきました。
テレワークで関西の小企業の経営をサポートする傍ら、昨年の 3 月からゲストハ
ウス「淀江の宿今津田中家」を「サステナブルな暮らしができるみんなの実家」
として運営しています。
スポーツタイプの e-bike を 5 台置いていて、泊まってくださった皆さんと一緒に
周辺をサイクリングしたり、農漁業体験などを提供したりしています。

今年の 4 月に、一般社団法人 Bisui Daisen（美水大山）を設立し、観光地ではない
この地で、体験型・交流型のニューツーリズムの場を地域の方と一緒に共創しよ
うと、取り組みを始めたところです。

U ターンして帰って来て、弥生時代に日本最大級の集落を形成したこの地で、古
代から引き継がれてきている他を受け入れる寛容さ、人の温かさなども改めて体
感し、必ずやここが体験型・交流型のニューツーリズムの先進地域・モデル地域
になれる・・・と勝手に (笑 )確信しています。

長々と申し訳ありません。
また何らかの機会にぜひこちらに泊まっていただきたいなぁ～、いろいろとお話
ししたいなぁ～、一緒にサイクリングしたいなぁ～（私は e-bike でご一緒しま
す・・・）と勝手に妄想しています。

Facebookでも友達申請をさせていただきました。
ご迷惑でなければ、Facebookでもよろしくお願いします。

お忙しいことと存じますので、どうぞお返事はお気を遣われませんように。

今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。

田中洋子が星さんに送ったメール

い

ま

づ

た

な

か

や

よ
ど
え
の
や
ど
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そ
の
後
、
鳥
取
県
観
光
交
流
局
の
ご
支
援

を
受
け
て
、
星
さ
ん
と
何
度
か
お
会
い
し
、

ま
た
「
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
地
づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り

始
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

星
さ
ん
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
、
琉
球

の
創
世
神
の
聖
地
を
沖
縄
本
島
の
南

か
ら
北
ま
で
巡
り
（
私
た
ち
は
車
・

星
さ
ん
は
自
転
車
）、
や
ん
ば
る
地
域

で
は
地
元
の
方
と
の
交
流
・
体
験
を

提
供
し
て
い
る
宿
に
宿
泊
。

　
2
0
2
3
年
4
月
以
降
、「
地
方
に
お
け
る

高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く

り
」
の
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
後
の
交

流
会
・
1
1
モ
デ
ル
地
域
が
集
ま
る
合
宿
な

ど
が
開
催
さ
れ
、
淀
江
が
そ
の
会
場
と
な
り

ま
し
た
。
次
号
で
は
、
そ
の
動
き
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

������������������
観光はコロナ禍を経ても成長戦略の柱、地域活性化の切り札。

国際相互理解・国際平和にも重要な役割。我が国の観光を持続可能な形で復活させる。

2022年2023年

10月11月1月3月

沖
縄
視
察

大
山
・
淀
江
エ
リ
ア
の
古
民
家
等
を

星
さ
ん
と
巡
り
、
活
用
法
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
。

（
北
村
邸
・
大
正
蔵
・
吹
野
邸
・
天
の

真
名
井
）※
巡
っ
た
古
民
家
に
つ
い
て

は
、
次
号
以
降
で
ご
紹
介
。

地
元
の
古
民
家
巡
り

観
光
庁
の
「
地
方
に
お
け
る
高
付

加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地

づ
く
り 

モ
デ
ル
観
光
地
」
事
業

に
、
鳥
取
県
国
際
観
光
誘
客
課
が

「
と
っ
と
り
観
光
未
来
共
創
会
議
」

と
し
て
1
0
月
に
応
募
申
請
。
そ

の
「
鳥
取
県
（
大
山
エ
リ
ア
）
で

の
審
査
視
察
に
B
i
s
u
i 

D
a
i
s
e
n
も
同
行
。

審
査
視
察
同
行

「
鳥
取
・
島
根
エ
リ
ア
（
日
本
の

紀
元
・
神
話
の
國
）」
が
モ
デ
ル

地
域
に
選
定
さ
れ
る
（
全
国
か
ら

6
2
件
の
申
請
に
対
し
て
認
定
は

1
1
か
所
）。※
鳥
取
：
鳥
取
県
庁 

＆ 

島
根
：「（
一
社
）
E
x
p
e
」

モ
デ
ル
地
域
認
定

持続可能な
観光地域づくり戦略

インバウンド回復戦略

国内交流拡大戦略
■国内需要喚起
■第2のふるさとづくり・ワーケーション等（何度も地域に通う旅、帰る旅）
■国内旅行需要の平準化

観光庁では、高付加価値旅行者の地方への誘客に必要な課題や取組を、ウリ（高付加価値旅行者のニーズを満
たす滞在価値）、ヤド、ヒト（地方への送客、ガイド、ホスピタリティ）、コネ（海外高付加価値層とのネットワーク、
情報発信）＋アシの 5 つの観点から、「地方における高付加価値なインバウンド観光地づくりアクションプラン」
を取りまとめ、それに基づき集中的な支援を実施する 11 のモデル観光地が選定されました。

■観光地・観光産業の再生・高付加価値化
■観光DX、観光人材の育成・確保
■自然・文化の保全と観光の両立等、持続可能な観光地域づくり

■コンテンツ整備・受入環境整備
■高付加価値なインバウンドの誘致
■アウトバウンド・国際相互交流の促進

�
��
	��������

今、外国人観光客（特に高付加価値旅行者）が求めているもの

観光地化されてない
地域の訪問 伝統的な本物の文化体験

地方のローカル色の強い地域へ訪問

人との交流を体験したい少し人とは違う旅をしたい 日本人の親切で友好的な国民性が人気

「鳥取・島根」が、総合的な施策を集中的に講じるモデル観光地に！

「高付加価値なインバウンド観光地づくり モデル観光地」事業

観光地を巡るのではなく
気づきなどを感じる体験や訪問

観光庁では、今後のインバウンドの本格的な回復を見据え、消費額増加、地方への誘客をより重視するという観点から、
訪日旅行における消費単価が高い傾向にある高付加価値旅行者の地方への誘客を促進することとしています。

観光庁「上質な観光インバウンドサービス創出に向けて報告書（2021 年 6 月）」より一部抜粋

海外VIPに京都で何が楽しかったかと聞いたところ、「名所旧跡めぐりも良かったが、ボディガードと一緒にお忍びで行っ
た地元の焼き鳥屋で、お店の人と身振り手振りで交えてやっと注文できたことやお店のお客さんとコミュニケーションを
取りながら食事をしたこと」との回答であった。

ある京都寺院の話



Imazu-tanakaya  kawaraban

日替わり店長カフェ紹介

地元野菜たっぷりのキーマカレーやスープ・自家製黒豆
のおからサラダ、自家製黒豆や梅のスイーツ & ドリンク、
珈琲・ラテなどを提供します。

数量限定 数量限定すまいるびとsanin 淀江の宿今津田中家

���������

��������� ���������
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すまいるびとsanin のランチ は「おむすびとみそ汁」。田中
家さんのはでかけ米に、すまいるびとsanin 仕込みのお味噌
など、素材にこだわって、心を込めてお作りします。ぜひ
ご賞味ください。カフェメニューは、オリジナル野草茶 &
甘酒ボウル とよもぎパウンドケーキ。免疫力アップのドリ
ンクメニューとして梅酵素ジュース、バーモンド酢ジュー
スをご用意しています。
9 月は 30 日土曜日 11:00～16:00 ランチ & カフェの１日
のみの営業になります。ご予約お待ちしています。

¥1,000
¥1,000
¥1,000
¥500

● おにぎり＆お味噌汁セット
● 甘酒ボウル＆野草茶セット
● よもぎパウンドケーキ＆野草茶セット
● ドリンクメニューはいずれも 

● キーマカレー・スープセット
● ラテ（ＨＯＴ・ＩＣＥ）
● 黒豆スイーツ（アイスクリーム・豆花等）
● 梅ドリンク

か
ま
ど
で
ご
飯
＆

黒
豆
大
豆
で
豆
腐
お
菓
子
作
り

9/30(土)

9/23(土)

(土)

9/12

9/16

(火)

��������� ���������

���������11:00 - 16:00

9/19(火)9/9(土)

￥1,100
￥550
￥330～
￥440 ～

「淀江の宿 今津田中家」の宿で提供している地元食材を使っ
た朝食・江戸時代の朝食作り体験・BBQ は 4 名以上でご予
約を承ります（7 時～ 21 時）。詳細は WEB サイト等でご
確認ください。

※自家菜園で採れたものと淀江漁港で獲れたものを使ったランチ
￥1,100淀江の宿今津田中家 自家製ランチ● 

※いずれのメニューにもドライ野草の足浴体験付き♡

2,200円＋（500円 ×参加人数）
※自家製大豆と自家製きぬむすめの米麹で作った
　味噌を使った豚汁付

������
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淀江の宿 今津田中家の江戸の間には、かまどと囲炉
裏があり、宿泊のお客様にかまどでご飯炊きなどを
体験していただいております。
　湧水（天の真名井・本宮の泉）などを使い、淀江
の宿 今津田中家の自家製天日干しはで掛け米きぬむ
すめをかまどで炊いてみませんか？とても美味しい
ごはんが炊けます。

5,500円（豆腐2丁分）＋（550円 ×参加人数）

����� � ����
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淀江の宿 今津田中家のカフェスペースで、自家製黒
豆大豆を使って豆乳を作り、豆腐や豆花（トーファ）
やおからクラッカーなどのお菓子作りをしてみませ
んか？
〇海水を汲んできて塩とにがりを作って豆腐に使う
〇大豆から油を搾る　〇きな粉を作る
などの体験も有料オプションで可能です。

豆腐作り海水から塩作り

14:00 - 16:00
ティータイム

14:00 - 16:00
ティータイム ランチ　ティー

11:00 - 16:00
ランチ　ティー

11:00 - 16:00
ランチ　ティー

11:00 - 16:00
ランチ　ティー

日替わり店長カフェスケジュール９月の
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今津田中家

今津
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Imazu-tanakaya  kawaraban

〒689-3401 鳥取県米子市淀江町今津 50-1
TEL : 0859-30-3889
www.imazutanakaya.com
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ホームページ お問い合わせ

㈱
ウ
ォ
リ
ス 

代
表
取
締
役
。
淀
江
町
今

津
に
あ
る
実
家
を
多
く
の
人
の
手
を
借

り
て
リ
ノ
ベ
し
て
U
タ
ー
ン
し
、
宿
と

し
て
活
用
。

相
続
し
た
土
地
と
建
物
を
ど
う
活
用
す
る
？

「淀江プロジェクト」とは、今津田中家という一軒の古民家を巡る物語である。
「淀江プロジェクト」物語 [ 第五話 ]連載

作
者
：
田
中 

洋
子

離
れ
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
化
に
向
け
て
動
き
出
す
！
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「
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
物
語

[

第
五
話]
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お店のポイントが貯まる！
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法
務
局
に
登
記
相
談
に
行
き
、
そ
の
足
で
「
鳥
取
県
西
部
総

合
事
務
所
」
の
生
活
環
境
局 

環
境
・
循
環
推
進
課
の
民
泊
相
談

窓
口
を
訪
問
。
担
当
の
遠
藤
さ
ん
が
と
て
も
親
切
に
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
開
設
の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
り
、「
民
泊
」と「
簡
易
宿
所
」

と
い
う
大
き
く
は
2
つ
の
申
請
方
法
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

　
9
月
1
5
日
は
洋
子
の
出
身
校 

米
子
東
高
校
の
G
O
G
O

(

5
5
歳)

同
窓
会
が
重
な
り
、
ち
ょ
う
ど
帰
省
し
て
い
た
の
で
参

加
で
き
た
の
だ
が
、
同
級
生
の
旦
那
様
が
一
級
建
築
士
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
、
翌
日
の
父
の
法
要
の
後
に
、
離
れ
を
見
に
来
て

も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
内
装
・
外
装
工
事
に
2
0
0
万
円
く
ら
い
か
か
る
・
・
・
と
い

う
こ
と
で
、
正
式
な
見
積
も
り
を
だ
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、

こ
の
3
日
間
で
離
れ
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
化
に
向
け
て
急
速
に
動
き

始
め
た
。

 

2
0
1
8
年
の
台
風
2
1
号
を
機
に
「
今
後
大
き
な
災
害
が
起
き

た
と
き
に
大
阪
か
ら
の
避
難
場
所
と
し
て
、
淀
江
が
有
効
活
用
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。」
と
認
識
を
変
え
た
洋
子
。

　
そ
の
後
、
父
の
一
周
忌
の
法
要
の
た
め
9
月
1
4
日
〜
1
6
日
、

弟 
衆
の
家
族
と
と
も
に
、
淀
江
に
ま
た
集
合
し
た
。
父
母
の
残
し

た
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
洋
子
が
文
字
お
こ
し
を
し
て
持
参
し
、
残
っ
て
い

る
様
々
な
写
真
も
見
な
が
ら
、思
い
出
に
浸
る
洋
子
と
衆
。
そ
し
て
、

相
続
手
続
き
を
終
え
て
、
売
れ
そ
う
に
な
い
と
い
う
こ
と
で
一
年
そ

の
ま
ま
に
し
て
い
た
土
地
と
建
物
を
ど
う
す
る
か
・
・
・
と
い
う
話

題
に
な
る
。

 

　
こ
こ
で
育
っ
た
私
た
ち
か
ら
見
た
ら
交
通
の
便
も
悪
く
て
と
て

も
中
途
半
端
な
所
だ
と
思
っ
て
た
け
れ
ど
、
先
日
大
阪
か
ら
遊
び
に

来
た
友
人
親
子
は
『
も
の
す
ご
く
い
い
所
だ
』『
羨
ま
し
い
〜
』
っ

て
何
度
も
言
っ
て
く
れ
て
た
。

　
そ
う
い
え
ば
、離
れ
に
は
、昔
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
集
ま
っ

た
り
、
時
に
は
泊
ま
っ
た
り
し
て
い
た
。
母
の
友
人
が
よ
く
集
ま
っ

た
り
、
洋
子
の
高
校
時
代
も
ク
ラ
ス
の
女
子
が
6
人
く
ら
い
で
泊

ま
っ
た
り
、
洋
子
の
大
学
時
代
に
は
、
洋
子
本
人
が
帰
省
し
て
い
な

い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
の
仲
間
が
ス
キ
ー
の
た

め
に
離
れ
に
何
日
も
泊
ま
っ
た
り
、
衆
の
先
輩
も
同
じ
く
ス
キ
ー
で

1
ヶ
月
も
滞
在
し
た
ら
し
い
。
そ
ん
な
会
話
か
ら
、
改
め
て
、
当
時

の
離
れ
は
気
軽
に
泊
ま
れ
る
ス
ペ
ー
ス
だ
っ
た
こ
と
を
認
識
し
た
。

 「
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
い
ろ
ん
な
人
が
遊
び
に
来
て
た
よ
ね
。

こ
こ
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
し
て
も
い
い
か
も
ね
！
母
屋
は
片
付
け
が
大

変
だ
か
ら
こ
の
ま
ま
置
い
て
お
く
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
は
離
れ
を
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
に
し
よ
う
か
。
ウ
ォ
リ
ス(

洋
子
が
2
0
0
8
年
に
設

立
し
た
株
式
会
社)

で
運
営
す
る
形
で
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。」

和
田
景
子
様
　
田
中
茂
　
八
月
三
十
一
日
（
ハ
ガ
キ
）

前
略
　

今
日
は
予
定
を
一
列
車
早
め
て
八
時
発
　
途
中
松
江
に
よ
り
二
時
過
ぎ
下
府
に
つ
き
ま
し
た
。
出
雲
市
駅
は
一
時
前
で
丁
度
あ
の
時

と
同
じ
須
佐
行
の
汽
動
車
に
出
合
い
し
ば
し
無
量
で
し
た

あ
れ
こ
れ
と
計
画
だ
け
は
い
っ
ぱ
い
に
し
て
帰
っ
た
夏
休
み
で
し
た
が
、
き
っ
と
再
び
空
し
く
持
っ
て
来
ら
れ
た
書
物
達
は
大
き
な

ベ
ソ
を
か
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

で
も
　
こ
の
休
の
終
り
頃
の
思
い
が
け
な
か
っ
た
事
ど
も
は
全
く
夢
の
よ
う
で
す
。

高
く
暖
く
し
か
も
活
気
に
満
ち
た
ご
人
格
に
接
す
る
こ
と
を
得
、
な
ん
と
い
う
素
晴
ら
し
い
有
意
義
な
休
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
変
あ
わ
た
だ
し
い
こ
と
で
し
た
、
次
の
機
会
を
大
い
に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

明
日
か
ら
い
よ
い
よ
二
学
期
、
大
い
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
書
物
達
も
で
き
る
だ
け
喜
ば
せ
や
ら
ね
ば
な
り
ま
す
ま
い
。

で
は
ど
う
ぞ
お
大
事
に
。
お
父
様
を
始
め
、
お
家
の
方
々
に
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。

田
中
茂
様
　
和
田
景
子
　
九
月
四
日
（
封
書
）

お
便
り
有
が
と
う
御
ざ
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
早
く
お
便
り
い
た
だ
け
る
な
ん
て
、
お
見
送
り
出
来
な
か
っ
た
く
や
し
さ
も
一
ぺ
ん
に
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
う
思
い
で
し
た
。

二
十
四
日
　
始
め
て
お
合
い
し
て
か
ら
の
日
々
　
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

何
時
間
お
話
し
し
て
い
て
も
ち
っ
と
も
退
屈
し
な
か
っ
た
あ
の
時
間
。

ご
一
緒
出
来
た
大
社
〜
立
久
恵
〜
松
江
、
そ
し
て
一
畑
廻
り
の
し
ん
じ
湖
の
遠
く
拡
が
る
美
し
い
眺
め
。

そ
れ
ら
は
私
の
心
の
中
に
暖
か
い
思
い
出
と
な
っ
て
今
尚
強
く
残
っ
て
居
り
ま
す
。

今
日
は
公
休
日
。

さ
っ
き
掃
除
を
済
ま
せ
た
ば
か
り
の
私
の
部
屋
で
今
ぼ
ん
や
り
机
に
も
た
れ
深
い
初
秋
の
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。

心
の
底
に
何
か
落
ち
着
き
の
様
な
も
の
を
与
え
て
く
れ
た
秋
。

大
き
な
ち
ぎ
れ
雲
を
見
て
ふ
っ
と
田
中
さ
ん
の
事
を
想
い
ま
し
た
。

も
う
学
校
始
ま
っ
て
三
日
目
な
ん
だ
か
ら
授
業
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
だ
ろ
う
な
ぁ
っ
て
、
ど
ん
な
授
業
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
な
、

一
度
教
わ
っ
て
見
た
い
な
っ
て
声
に
出
し
て
云
い
、
い
た
ず
ら
っ
子
の
様
に
首
を
す
く
め
ま
し
た
。

八
月
の
始
め
に
行
っ
た
時
に
と
っ
た
山
の
写
真
が
丁
度
一
枚
あ
り
ま
し
た
の
で
、
同
封
い
た
し
ま
す
。
あ
の
カ
メ
ラ
で
と
っ
た
も
の

で
す
。

枡
水
か
ら
正
面
登
山
〜
縦
走
〜
大
ス
ベ
リ
〜
小
ス
ベ
リ
か
ら
元
谷
に
降
り
そ
こ
か
ら
北
壁
と
別
山
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

新
米
中
の
新
米
で
す
か
ら
出
来
て
み
て
始
め
て
あ
ん
な
と
こ
と
っ
て
い
た
の
か
っ
て
気
が
付
く
仕
末
で
す
。
今
度
お
帰
り
に
な
る
時

一
日
山
に
一
緒
に
行
く
事
が
出
来
た
ら
な
ぁ
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

今
度
の
お
帰
り
は
い
つ
に
な
り
ま
す
か
。

母
が
と
て
も
お
目
に
か
か
り
た
が
っ
て
居
り
ま
す
の
で
一
度
私
の
家
の
方
に
も
い
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。


